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論 文 内 容 の 要 旨
序論
手塚治 虫は、戦後 の 日本マ ンガを代表す る人物 である。その仕事はマ ンガ研究においてもとりわけ
重要な位置づけが与え られてお り、手塚を論 じた先行研究は他のマ ンガ家に比 して群 を抜いて多い。
また、手塚 自身 も臼らの作品、あるいはマ ンガとい うメディアに関 し、数多くの言葉 を残 してお り、
そ うした手塚 によるマ ンガ作品以外のテキス トも、マンガ研究に抜 き難 く大きな影響 を与えている。
しか し、手塚が1950年代から1960年代 中頃にかけて継続的に発表 していた少女向け雑誌掲載のマ
ンガ作品に関 して扱 った ものは、それほ ど多 くない。 また論 じられ る場合 も、そのほ とんどが 『少女
ク ラブ』(講談社)1953年1月号か ら開始 され た最初の少女 向け雑誌連載作 品である 『リボンの騎士』
お よび、その続編 、 リメイ クとなっている。本論文では、この少女向け雑誌 に発表 された作品(少 女
マンガ作品)を 取 り上 げて論 じた。その 目的は、手塚治 虫の作品群全体 にお ける少女マ ンガ作品の位
置づけを明 らかにす ることである。
序論では、第1章 以降での論述に先立って、マンガ研究における手塚の位置づけを概観 し、加えて
「手塚治虫」とい う作者 を本論文の中で どのよ うに扱 うのか、「少女マ ンガ」とい うジャンル及び 「少
女」をいかなるもの として捉えるのか、 とい う点 を明 らかにし、筆者 の立場 を明 らかに している.さ
らに、先行す るマンガの作品分析の理論 として 「マンガ表現論」を参照 し、これ と対比 した上で、マ
ンガ表現を 「絵」 「コマ」「言葉」 といった構成要素 と、表現 される意味内容 との問の動的関係を統御
す る 種 の機構 として捉 えるとい う本論文の基本的視角 を提示 している。
第1章 先行 研 究 の検討 一手塚 の少女 マ ンガは なぜ語 られ ない のか
第1章 で は、先行研究の検討を通 し、太論文における問題設定を明確 に した。先行研究の検討にお
いては、「定義」や 「起源」に関す る言説を、マンガを どのような形式 のメデ ィア と捉 え、なにを基準
に価値付けよ うとしているのかとい う 「マ ンガ観」を示す もの と捉え、従来の手塚治虫論や少女マ ン
ガ論において、いかなる 「マ ンガ観」が示 されてい るかを検討するとい う道筋を とった。結果として、
手塚の少女マ ンガ作品が 一卜分に論 じられない原因 として、手塚を規範的な ものと して扱 う 「マンガ観」
と、197〔〕年代を到達点 としモデルとす る 「少女マンガ観」双方の問題点、限界があることが示された.
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前者 においては、手塚のマンガ表現は、マンガー般 を論 じるための基準 となっている。そのためこの
枠組み のもとに、手塚を論 じることは、それを通 じて他のマンガ作品にも通 じる一般性を抽出するこ
とと直結 している。 しか し、後者 、1970年代 を到達点 とす る 「少女マンガ観」の もとでは、少女マン
ガを論 じるための基準 として手塚の少女マンガ作品を採用することはできない。手塚の少女マンガ作
品が描かれたのは1950年代から60年代にか けてであ り、従来の 「少女マ ンガ観」の もとでは 「少女
マンガ前史」に位置す るもの となるからであ る。 この場合、手塚の少女マ ンガ作品は、少女マンガ以
前のもの として遡及 的な評価 にさらされ ることとなる。
さらに、第1章 では、従来の 「マンガ観」、そ して 「少女マ ンガ観」それぞれ の持っ限定のために、手
塚 の少女マンガ作品を論 じることが困難になってい る事情を説明 した。手塚の少女マンガ作品の中で
も 『リボンの騎士』は例外的に論 じられる機会が多い。それ ら先行研究では、 とくにこの作品の 「性
別越境」のモチーフが重要視 し、このモチー フか ら 『リボンの騎士』にお けるジェンダー ・イメージ
を読み取 り、価値的な評価 を行 っている。作 品に表出 したジェンダー ・イメージに対 し価値的な評価
を下す態度 は、従来の 「少女マンガ観」に基づいた遡及的なものであると考え られ る。また、『リボン
の騎士』 を少女マンガの 「起源」 として位置づける場合には、手塚 と他の男性マ ンガ家の違いが強調
され、その少女マ ンガ作品のみな らず、手塚マンガ全体が少女マンガに近 しいもの として扱われてい
た.こ うした手塚の少女マンガの側への引き寄せは、手塚を 「起源」 とす る 「マ ンガ観」 と、1970年
代 を到達点 とする 「少女マ ンガ観」を並存させ る論法 として機能 していた。
上記 した ような先行研究の問題点を踏 まえ、本論文では具体的な作品分析 を通 じて、手塚治虫のマ
ンガ全体 における少女マンガ作品の位置づけを探ることが目的 として設定 された。
第2章 『リボ ンの騎士』 にお け る表現 の機 構
第2章 では・『リボンの騎士』の分析 を行った。分析 においては、まずこれ までの 『リボンの騎士』
論のほとん どにおいて焦点 とされていた 「惟捌 越境」のモチーフに関 し、特に性別の描き分けの有 り
様 について整理 した。サファイヤにお いて典型的なジェンダー ・イメージが用 いた 「性別越境」的な
性格の描 き分 けは、ひ とりの登場人物 を異なる類型的描写によって多様に描き分 ける技法と して捉え
直され た。そ してこ うした描き分 けがいかなる効果をもた らす ものであるかを明 らかにす るため、類
型的描写において重要な役割 を果た していると考 えられ るマンガの図像の 「記号性」に関 し、 とくに
大塚英志の議論 を参照 しつつ検討 した。結果 として、マンガにおける図像の 「記号性 」には、「記号的
造形」 と 「記号的使用」のふたつの側面があることが明 らかにされ、また、図像表現における 「記号
的造形」が示す属性 と、登場人物の振 る舞いや心理的傾 向の対応 は必然的な ものではないことも示 さ
れた・ これ によって 『リボンの騎士』における描写の類型性 は、む しろ 「キャラ図像」 の 「記号的造
形」によって示 され る特徴 と振る舞いや心理的傾 向の対応を慎重 な操作によって維持す ることで成 り
立つ ものであることがわかった。
さらに、こ うした結果 を踏 まえ、伊藤剛 『テ ヅカ ・イズ ・デ ッ ド』(2005)の議論を参照 しつっ、マ
ンガにお ける登場人物 の構成を 「キャラ図像」 「人格」 厂キャラクター」の三項関係の内に捉える視角
を提示 した。これによ り、『リボンの騎士』におけるサファイヤの描写に関 し、単に 「性別越境」的な
登場人物 と して描かれ ているだけでな く、「変身」 「変装」などによって多様に描 き分けられている点
が重要 であることが示 された。 これ らの多様 な描 き分けは、複数の 「キャラ図像」を単一の 「人格」
に結びつけてい くことで、類型的な描写を用いなが らも複雑な 「キャラクター」 を描 きだす ことを可
能 に していた。複数 の 「キャラ図像」で描かれなが らも、それぞれ の 「キャラ図像」は、同 じ 「人格」
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に帰属 してい る。 これによって 「外部」 とのギャップにおいて生 じる 「内面」の提示が行われるので
ある。『リボンの騎士』ではさらに、「外部」的には把握 されない 「人格」 と 「キャラ図像」の対応関
係を読者 に示す ことで、サ ファイヤへ焦点化 した描写が可能になってお り、「内面」のより具体的な描
写がな されていた。
第3章 手塚 治 虫 にお ける少 女マ ンガ作 品一 『ナ ス ビ女王』 『エ ンゼル の丘』 分析 を中心 に
第3章 では、『リボンの騎士』の分析において用 い られた枠組み を用いて、さらにいくつかの手塚の
少女マンガ作 品の分析 を行った。 とくに重要な作品 として取 り上げたのは、『ナス ビ女王』『エンゼル
の丘』である。この2作 品は、主人公 と生き写 しの 「分身」的な人物が登場 し、両者の 「入れ替わ り」
が描かれ る点で共通 していた。 この 「分身」もまた、「人格」に複数 の 「キャラ図像」を結びつけ、両
者の対応関係 を、「外部」的状況か ら把握 され ない もの として描 く操作である。 したがって、いずれの
作品において も登場 人物の 「内面」に焦点化 した描写が行われ てお り、 こ うした描写を通 じて、焦点
化 され る登場人物 に とっての理想的な 「外部」的状況 との関係 としての 自己像が示 されていた。
『ナス ビ女王』 においては、この理想的な 自己像 として、本来 の状態である 「田舎 ものの女の子」
としての状態が示 され、 これに対応す る形で結末が描かれていた。理想的な 自己像 として本来の 自分
が提示 され る点で 『ナス ビ女王』は 『リボンの騎士』と共通 していたが、『リボンの騎士』では、一貫
して本来 の 自分を肯定的 自己像 として示す よ うな描写が行われていたのに対 し、『ナス ビ女王』では、
当初 においては否定的な 自己像 として示 され ていた本来の 自分が、「入れ替 わ り」以降の描写において
は、肯定的な もの として再構成 されていた。 この再構成は、新 しい 「外部」的状況 において 「本来の
自分」 として振 る舞 うことによって、その 「外部」的状况を相対化す る描写 によってなされていた。
『エ ンゼルの丘』の主人公ルーナも、ナス ビ同様 に、「外部」的状況を相対化す る描写を通 じて、その
理想的 自己像の提示が行われていた。 しか し、ルーナの場合は、本来の 自己が理想的な自己像 として
示 され ることはな く、む しろ 「外部」的状況 を相対化 していく営みの中に、 自らのアイデンティティ
を見 出す人物 として描かれていた。 このルーナの 「内面」描写、 自己像の遂行的な提示は、とりわけ
雑誌における初 出時において、物語の主題 と密接な関係を結んでいた。全集版 の単行本においては、
『エ ンゼル の丘』が 「しあわせ」をめ ぐる物語であることを示す描写の多 くが変更 されている。
『ナス ビ女王』『エンゼルの丘』における、「外部」的状況を相対化 し、それによって 「内面」的 自
己像を提示 してゆくあ り方は、「外部」的状況 を受 け入れ ることによって、その 「外部」的状況に否定
され る存在 としての 「内面」的 自己像 の提示が行われ る 『リボンの騎士』 とは対照的なものであると
言 える。
この2作 品の他、第3章 では 『リボンの騎士』 の続編、 リメイ クを含 むい くつかの手塚の少女マン
ガ作品の分析 を行い、複数の 「キャラ図像」を単一の 「人格」に結びつけ、「外部」的状況 とのギャッ
プの もとに 「内面」の提示を行 う手法、および、この 「人格 と 「キャラ図像」の対応関係 を読者 に示
す ことで特定 の登場 人物 に焦点化する 「内面」の具体的描写が、手塚の少女マ ンガ作品に数多く見 ら
れ るものであることを示 した。 この ような登場人物の描写が、主人公 にとっての理想的な 自己像 の提
示に用い られてお り、登場 人物の描写 において示 された 自己像に対応するよ うな形で物語の結末が導
かれているこ とが明 らか となった。手塚の少年マンガ作品にも、「内面」を焦点化 し、登場人物の 自己
像を提示 して ゆくよ うな作 品もないわけではない。 だが、少女マ ンガ作品の分析 を通 して明らかにさ
れた登場人物の 「内面」構成の機構 を踏まえて観察すれば、少年マンガ作品 においては、む しろ特定
の登場人物 の 「内面」を暴露する形で物語が進行す る作品にこそ、その特徴 を見出す ことができる。
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したがって、第3章 で導 き出 したような 「内面」描写のあ り方は手塚の少女マ ンガ作品の特徴 として
考えることが出来 る。
結 論
結論では、第3章 まで論 じられた内容 を整理 した上で、手塚の少女マ ンガ作品の特徴がその 「内面」
の描写にあることをあ らためて示 した。手塚の少女マ ンガ作品にお ける 「内面」の描写、あるいは登
場人物のアイデンテ ィテ ィの問題 に着 目する視点は、藤本 由香里の議論 などに も見 られる。 こうした
特徴は、ひ とつには 「少 女」を読者 として念頭にお く雑誌 に掲載 されたことによ り、主題 を制限 され
たこ とが原因 している と考 えられる。
本論文では、マンガ表現の機構 とい う視角を導入 し、手塚の少女マンガ作 品にお うて登場人物のr内
面」がいかなる形で構 築 されているかを詳細 に検討 した。そのことに よって、主題的には制限されな
が らも、それを提示 する過程 にこそ、個々の作品の独 自性や創意が見出されることが明 らか となった
のである。む しろ、手塚 の少女マンガ作 品は、登場人物 の 「内面」に焦点化 した多様な表現が試み ら
れ る場 として機能 していた とい うことができる。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
マンガは国際的にも注 目されている日本文化の一分野であるが、戦後の日本マンガ史を代表するマ ンガ家
のひとりが手塚治虫である。本論文は、手塚の著作のうち、従来十分に論 じられてこなかった1950年代か
ら1960年代中頃の少女マンガ作品群におけるマンガ表現の分析を通 して、手塚論 ・少女マンガ論 ・マンガ
研究一般の枠組の再考を促そうとするものである。
全編は序論、本章3章 および結論か らなる。
序論は、問題の所在を規定 し、本論文の課題と論文構成を提示 している。 ここでは、手塚 を論 じることの
意味や、「少女向け」媒体の定義な ど、手塚の少女マンガという本論文の対象を社会的に規定する要素が検討
される一方、紙面上のマンガ表現 と実際の読みの行為の相関関係のなかで生じるマ ンガの意味作用に着 目し
た 「表現の機構」という概念の定義づけがなされている。
第1章 では、手塚治虫を規範とする戦後のマンガ観と、1970年代 を到達点とする少女マンガ観を構成 し
ている言説史 ・研究史が検討された。二つの相容れない価値観の接点に位置づけ られる手塚の少女マンガを
めぐる先行研究を検討する本章は、従来のマンガ研究の枠組再考につながる重要な問題提起となっている。
第2章 は、手塚の少女マ ンガとして代表的な作品 『リボンの騎士』の分析である。従来の研究では、もっ
ぱら性別越境 というテーマの斬新さやそのジェンダー・イメージにひそむ保守性が注 目され る傾向があった。
そうした見方 は、第1章 で見た二つの価値観のいずれかに本作品を引き寄せよ うとするものであるとして、
本論文はより中立的な方法論を採る。すなわち、マンガの登場人物 を構成する要素として 「キャラ図像 ・人
格 ・キャラクター」 という概念を用い、作品が読者に対 し、登場人物の同一性や心理的奥行きをいかに読み
取るよう導いているのか、そのメカニズムを分析する。こうした新たな概念化は、本論文の理論的達成 とい
える。
第3章 では、第2章 での分析結果にもとづき、『ナスビ女王』『エンゼルの丘 』を中心に、手塚のその他の
少女マンガ作品に関する分析がなされている。本章では、複数の類型的な 「キャラ図像」を単一の 「人格」






以上要す るに、本論文は 「表現の機構」 としてマンガを捉える立場か ら、マ ンガ表現上の諸形式と表現さ
れる内容、および読者の側の情報の読み取 りとのあいだの動的な関係 に着目するもので、情報科学の進展に
寄与するところが少なくない。
よって、本論文は博士(情 報科学)の 学位論文として合格 と認める。
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